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PRESS RELEASE  2025/8/25      
 

⼩惑星ベヌーは多様な原材料物質から形成 
〜NASA 探査機が持ち帰ったサンプルから明らかに〜 

 

ポイント 
・NASA の⼩惑星探査機「オサイリスレックス」が持ち帰った⼩惑星「ベヌー」サンプルを詳細分析。 
・「ベヌー」は多様な起源を持つ原材料物質から形成された。 
・⼩惑星「リュウグウ」と同じく、「ベヌー」は太陽系の遠⽅領域で形成された可能性を⽰唆。 

 

概要 
北海道⼤学⼤学院理学研究院の川﨑教⾏准教授、⾺上謙⼀助教及び圦本尚義教授、同⼤学総合イノ

ベーション創発機構の坂本直哉准教授を含む国際共同研究グループは、⽶国航空宇宙局（NASA）の
⼩惑星探査機「オサイリスレックス OSIRIS-REx」が⼩惑星「ベヌー」から採取したサンプルの詳細
分析を⾏い、「ベヌー」が⾮常に多様な起源を持つ原材料物質から形成されたことを明らかにしまし
た。 

「オサイリスレックス」は、2023 年に「ベヌー」の表⾯から約 120 グラムのサンプルを地球に持
ち帰ることに成功しました。「ベヌー」は、⽇本の宇宙航空研究開発機構の⼩惑星探査機「はやぶさ
2」が探査した「リュウグウ」と同じく炭素質の⼩惑星ですが、「ベヌー」の起源や、両⼩惑星の関係
には不明な点が多く、実サンプルの詳細な分析が求められていました。 

本研究では、「オサイリスレックス」の初期分析プロジェクトとして、「ベヌー」のサンプルの化学・
鉱物・同位体分析を実施しました。そして「ベヌー」は、太陽の前世代の恒星を起源とする鉱物や、
太陽の近傍の⾼温環境（1,000℃以上）で⽣成された鉱物、また太陽系の遠⽅領域などの低温環境で⽣
成された氷や有機物といった、多様な原材料物質から形成されていることが明らかになりました。こ
のことは「ベヌー」の原材料物質の⽣成環境の幅広さを物語っており、初期太陽系において物質の⼤
規模な移動と混合があったことを⽰しています。 

このような原材料物質の特徴は「リュウグウ」及び同型の隕⽯（イヴナ型炭素質隕⽯*1）と類似し
たものです。「ベヌー」は、「リュウグウ」と同じく、太陽系の遠⽅領域で形成された可能性が⽰唆さ
れます。今後のより発展的な分析により、両⼩惑星の起源及び進化過程の共通性と特異性が解明され、
初期太陽系で惑星が⽣まれる様⼦が明らかになるものと期待されます。 

なお、本研究成果は、2025 年 8 ⽉ 22 ⽇（⾦）、Nature Astronomy 誌にオンライン掲載されまし
た。 

 
  探査機「オサイリスレックス」により撮影

された⼩惑星「ベヌー」の写真（左）と、
「ベヌー」に含まれる⾼温環境で⽣成さ
れた鉱物の電⼦顕微鏡写真（右）。鉱物は
北海道⼤学にて研究されたもの。 
（NASA, Barnes, Nguyen et al. 2025） 
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【背景】 
⽶国航空宇宙局（NASA）の⼩惑星探査機「オサイリスレックス」は、2023 年に⼩惑星「ベヌー」

の表⾯から 121.6 グラムのサンプルを地球に持ち帰ることに成功しました。「ベヌー」は、⽇本の宇宙
航空研究開発機構の⼩惑星探査機「はやぶさ 2」が探査した「リュウグウ」と同じ炭素質の⼩惑星で
す。NASA やアリゾナ⼤学をはじめ世界中の研究機関で⾏われた初期検査により、「ベヌー」は「リュ
ウグウ」やイヴナ型炭素質隕⽯に類似した物質であることは分かっていましたが、「ベヌー」の起源や
その原材料物質、そして「リュウグウ」との関係には不明な点が多く、より詳細な分析が求められて
いました。 

 
【研究⼿法】 

NASA やアリゾナ⼤学をはじめ世界中の研究者から構成される国際共同研究グループ（元素・同位
体分析グループ）で協⼒して、「ベヌー」のサンプルの化学・鉱物・同位体分析を実施しました。北海
道⼤学の研究グループは、特に⾛査電⼦顕微鏡によるサンプルの微細構造観察と、同位体顕微鏡（⼆
次イオン質量分析計）による原材料物質の起源の推定を担当しました。 

 
【研究成果】 

「ベヌー」は、太陽の形成以前に寿命を終えた恒星を起源とする鉱物や、太陽の近傍の⾼温環境
（1,000℃以上）で⽣成された鉱物、さらに太陽系の遠⽅領域などの低温環境で⽣成された氷や有機物
といった、多様な原材料物質から形成されたことが明らかになりました。このことは「ベヌー」の原
材料物質の⽣成環境の幅広さを物語っており、初期太陽系における物質の⼤規模な移動と混合があっ
たことを⽰しています。これまでの研究で、「リュウグウ」も同じく、太陽以外の恒星起源の鉱物や、
⾼温環境起源の鉱物及び低温環境起源の氷や有機物など、幅広い環境で⽣成された原材料物質から形
成されていることが分かっていました。このように、「ベヌー」と、「リュウグウ」及び同型のイヴナ
型炭素質隕⽯とは⾮常に類似した物質であることが明らかになりました。「ベヌー」は、「リュウグウ」
と同じく、太陽系の遠⽅領域で形成された可能性が⽰唆されます。 

 
【今後への期待】 

今回の成果により、「ベヌー」と「リュウグウ」の共通性が⾒え始めてきました。今後、北海道⼤学
のグループでは、「ベヌー」の構成物質の年代測定を実施し、その原材料物質の形成年代及び「ベヌー」
の⺟天体の形成年代を明らかにしていきます。このような詳細な分析により、両⼩惑星の起源及び進
化過程の共通性の解明、そして惑星形成理論のさらなる進展が期待されます。 
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お問い合わせ先  
北海道⼤学⼤学院理学研究院 准教授 川﨑教⾏（かわさきのりゆき） 

ＴＥＬ 011-706-3586  メール kawasaki@eis.hokudai.ac.jp 
北海道⼤学⼤学院理学研究院 教授 圦本尚義（ゆりもとひさよし） 

ＴＥＬ 011-706-9173  メール yuri@ep.sci.hokudai.ac.jp 
配信元 

北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 
ＴＥＬ 011-706-2012  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 

 
【⽤語解説】 
＊1 イヴナ型炭素質隕⽯ … 炭素質コンドライト隕⽯の⼀つ。地球に存在する数万個の隕⽯の中でも数

個しかない希少なもので、太陽系の平均組成に近い化学組成を⽰す物質。 
 


